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今回のテーマ：社員の給料額を全員一律に揃えなければならないのか？！ 

 

Ｑ． 同一労働同一賃金が法的に求められることを聞きました。例えば、ドライバーでの基

本給が、相違するのですが、問題ですか？また、事務のパートタイマーの方同士でも時

給が違う人がいるのですが、それは、どのように考えればよろしいでしょうか？ 

Ａ． 働き方改革関連法の中で、いわゆる同一労働同一賃金が求められることになります。大

企業では来年４月より、中小企業においては再来年４月より求められることになります。 

  平成２９年３月２８日に出された「働き方改革実行計画」によると「同一労働同一賃金

の導入は、仕事ぶりや能力が適正に評価され、意欲をもって働けるよう、同一企業・団体

におけるいわゆる正規雇用労働者（無期雇用フルタイム労働者）と非正規雇用労働者（有

期雇用労働者、パートタイム 労働者、派遣労働者）の間の不合理な待遇差の解消を目指す

ものである。」とされています。すなわち目的は、「正規雇用労働者と非正規雇用労働者の

間の不合理な待遇差の解消」です。ドライバーの方は通常、全員正社員でしょうから、ド

ライバー同志やパートタイマーの方同士での比較は今回の法律改正においては触れていな

いと言えます。 

当然ですが、基本給などについては経験や能力による合理的な差は認められますので、

ご安心ください。 

経験や能力による給料の差異は問題なし！ 
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執筆者プロフィール 

滋賀県内外約４００社の企業を指導する中で培った人事労務の実務経験をベースにした

セミナーは分かりやすく、実践的であると大好評。最近では、「マイナンバーセミナー」に

て新聞・テレビなど、多くのマスコミの取材を受ける。セミナーはもちろん、雑誌への執筆

なども積極的に行っている。 

日本経営協会、商工会議所、商工会、大学などで、年間約８０回以上のセミナーを行う。 

 労務相談はお気軽に協会までご連絡ください！  
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